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１．要約 

私たちの班はシイタケの人工培養に挑戦し、子実体の形成に成功したので報告する。 

 

キーワード 子実体、菌糸、組織、培地

 

２．研究の背景と目的 

マツタケの人工培養の成功例はいまだ

報告されていない。私たちは、なぜマツ

タケは人工培養が困難なのか興味を持ち、

マツタケの人工培養の成功を目指して研

究を始めた。まずはじめに、人工培養に

成功しているシイタケの培養に挑戦し、

マツタケを培養するための基礎固めをす

ることにした。 

 

３．研究内容 

キノコ培養の本を参考に、寒天培地に

おけるシイタケの組織培養を行った。寒

天培地の組成は、酵母エキス、麦芽エキ

ス、ブドウ糖で、それらを混合させた培

養液を寒天で固めた。その培地にシイタ

ケの子実体のじくから採取した組織と、

かさから採取した組織を植えた。それら

を 4サンプルずつ作った。 

そして 25 度で培養し、６日後にかさ、

じくのそれぞれ 1 サンプルずつ菌糸を確

かめることができた。菌糸は、植えた組

織の周りに白い綿のように生えていた。 

 

次に、子実体をつくることを試みた。

子実体は子孫を残さないといけない危機

に陥った時に形成されるため、過酷な状

況におく必要がある。 

そこで、寒天培地よりも栄養が乏しい、

おがくずと水のみから成るおがくず培地

に菌糸を植え替え、温度を低くして実験

してみた。 

子実体は菌糸が殖えたあとに危機に陥

らないとできないが、菌糸すら殖えない

ほど栄養が乏しすぎ、失敗に終わった。

このことから、子実体を作るのには少し

は栄養が必要なのではないかと考え、今

回は前回の培地に米ぬかを加えて実験し

てみた。 

実験に使用した培地の組成をまとめる

と以下のようになる。 

・寒天培地(YMG培地) 

  酵母エキス    3g 

  麦芽エキス    7.5g 

   ブドウ糖     3g 

  寒天       11.25g 

   蒸留水      750ml 



・おがくず培地(米ぬか無し) 

  おがくず     3500ml 

   蒸留水      2343ml 

・おがくず培地(米ぬかあり) 

  おがくず     900ml 

   米ぬか      300ml 

   蒸留水      715ml 

 

温度に注目し実験書を調べたところ低

温で培養と書いてあったため温度を下げ

て設定し、17度で培養することにした。 

約２か月後培地の中に菌糸が殖えている

のが確認された。それがこの写真である。      

 

 

図１ 約２か月後の培地中の菌糸 

 

寒天培地でかさをもとに培養した菌糸、

じくをもとに培養した菌糸をそれぞれ２

サンプルずつにわけてポットに植えた。

①のマークが入ったポットは子実体のじ

くをもとに培養したものである。 

 

 

図２ 

④のマークが入ったポットは子実体の

かさをもとに培養したものである。 

 

 

図３ 

 

①と④のマークが入ったポットは子実

体のじくとかさをもとに培養した菌糸を

混ぜて培養したものである。これをつく

ったのは、①と④では菌糸の殖え方に違

いが生じるかもしれないと考えたからで

ある。 

 

 

図４ 

 

結果よりすべてのポットに菌糸が殖えて

いるのを確認でき、すべてのポットに殖え

方の違いはみられなかった。このときから、

菌糸にはシイタケの香りが付いていた。 

 次に、ポット上部の菌糸を培地ごとかき

出し、水を注いで 20分待ってから水を出し



た。そしてふたを開けたまま 13度で培養し

た。このとき、培養器の中の湿度を上げる

ため、水を入れておいた。この作業を菌か

き・注水という。 

 

 

図５ 

 

ポット全体に菌糸が周り、ポットが白く

なると、菌糸が茶色く変色し始め、ところ

どころに茶色い突起が見られた。 

このとき、それらはポット上部だけでな

く側面にも見られた。やがて突起が大きく

なり、ポット上部の突起は子実体の形に、

側面のものは半径 2cm程の円に成長した。 

 

  図６ 

 

図７ 

 上部に子実体ができたポットだけを残し

てポット内部をトレイに出してみると、ポ

ット側面にできていた円も子実体でありポ

ットの圧力でつぶれてしまっていたことが

分かった。このとき、菌糸はしっかりとお

がくずに絡み付いていたが、おがくずの内

部はおがくずの表面ほど菌糸が集まってい

なかった。 

 

 
図８ 

 

 
図９ 

 

ポット上部にできた子実体をそのまま培

養し続け、菌かきから三か月後にはかさも

開いた。 

 

 

図 10 

 



４. 考察 

・25度で培養した寒天培地では菌糸は平面

的にしか広がらなかったが、17度で培養

したおがくず培地では菌糸は下のほうに

も広がりをみせた。よって、低い温度で

培養したほうが、立体的に菌糸が広がる

のではないかと考えた。しかし、使用し

た培地も違うので追実験が必要である。 

・じくとかさでは菌糸の殖え方に違いがな

いことがわかった。 

・菌糸が茶色く変色し、他の菌に浸食され

たかと思われたが、その後子実体ができ

たため、それはシイタケ菌糸が変化した

ものだと思われる。 

・菌糸が茶色くなった後にできた小さな突

起は子実体の元であることが分かった。 

・子実体がポットの側面にもできたのは、

菌糸とポットの間に隙間があったからだ

と考えられる。 

・おがくずの内部がおがくずの表面ほど菌

糸が集まっていなかったことから、シイ

タケ菌が、先に周りを囲って他の菌の侵

入を防いでから内側に菌糸を伸ばすとい

う殖えかたをするのではないかと考えら

れる。 

 

５．今後の課題 

 シイタケの子実体の形成の方法を確立し、

マツタケの人工培養へつなげたい。 

しかし、シイタケに使用した方法そのま

まではマツタケの子実体をつくることはで

きないと考えられるので、マツタケに適し

た栄養素、培地、気温など検討していきた

い。 
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